
第3号　　（1966）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　121「幽（384）
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　Sheinin　and　Davenport①々」：Mallory　3惣染色に　　　作製したが，こxでは圃定液としてアル：一ル・ホル

よつて肝細胞核が育色，或いは赤色に染まることを観　　　マリソ（3：1）混合液な用いた。細胞を灘沫した標

察し，これをStaining　differencesとして報告し　　　本ほ3組つくり1組は圃矩後礁接にParr鯨②が用い

た。それ以来，多くの人々が肝細胞を用いてこの現象　　　たMallory染色の変法で染色し，残り2組の潔本は

について報告している。　　　　　　　　　　　　　　　　各々DNase，あるいはRNaseで核酸を澗化した後
　Parr等②③は蛋白質欠亡食を与えた，あるいは絶　　　に圃様の染色をそ羽よつた。

食させたヲツテの肝細胞をMalloryの変法で染色し。　　　核酸分解酵索の調整および核酸ll「！化の条件は次の如

脊色に染まる核r脊色核）と黄色に染まる核（黄色核）　　くであつた；DNaseは0．2ηW紹になるように再蒸溜

の比率が完全食を与えたものと異ることをみた。さら　　水にとかし、さらにこれにMgSO4・7H20をO．01M

に陶様の現舞がtryptophan欠亡食を与えた蒔にも　　になるようにとかす。　pHは5．7で反応嫁37°Cで1

観察されることを報告し，これが生理的，あるいは組　　　時間行なつた。RNaseはα2η騨認に；なるように再蒸

織化学的な差によるものと考えた。一方Lison④はこ　　　溜水にとかし，反応は37°Cで1時間行なつた。

のような核の染まり方の差異は核膜に，対する染料の透

過性の差に原圏するもので，したがつて切片における　　　　　　　　　　　結　　果

核の切断の有無に関係があるとした。しかし・Naga一　　　膵臓の分離された細胞においても，　Mallory染色

t・⑤醐腰本ではなしに，細泡タテ離關・のように核　の変灘よつて核は龍あるいは艶疎めわけら

膜の損鵬されない細胞でも核のStaining　differen一　　れ，　Staining　differencesがみられた。細胞質はい

・e・がみられることを幸晧しLi・。・の叛を否窺し　ずれ瀦静であつたヵミ，脊あるいは艶核をもつた、

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1核細胞と（Fig．1，3），2核ともに轡＆または黄色

　著者は膵臓細胞を用い，Ma11ory染色の変法によつ　　　のもの（F慰2，4），あるいは1核が青色で他のもが

てStaining　differencesを調べた結果，青色核と黄　　黄色のもの（Fig．5）の3種類の2核細胞がみられ“

色核の比率は肝細胞のそれとは異るとはいえ，膵細胞　　　た。

においてもStaining　differencesヵミみられることを　　　200個の細胞について，このような核の色と核の数

知り，さらにこのような核の染色性が核酸の存否によ　　で分類した結果を袈1に示した。この袋中にはさらに

つて薯しく影響をうけることを見Hlしたので，これら　　　これらの染酬生が核酸に歯来する可能性を調べるた

の結果について報告する。　　　　　　　　　　　　　　　め・DNaseあるいはRNaseで核酸を消化した結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も示した。核酸消化実験において、DNaseまたは

　　　　　　　　　材料と方法　　　　　　　　　　　　RNareを作用させたものでは米消化のものと異なり，

　体璽1509のWistar系ラツテ（雄）の膵臓細胞を　　　青色と黄色の中間色とみられる楊色核がかなりの数み

用いた。これらのラツテは人工黎礎食によって飼養さ　　　られたことが特に洗目される（Fig　6，7，8）。また，

れていたものであるが，この人工塞礎食は栄養学的に　　DNaSe消化をすると1核細胞でも2核細胞でも膏色

は全く完全なものでラツテも非常に元気であった。　　　核が全くみられなくなつた。

　膵臓の細胞分離漂本は尾持等⑥の方法にしたがつて　　　　1核細胞について，核酸の消化が核の染色性を変え
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丁圏abte　1，　Staining　differences　of　the　nuclei　in　isolated　acinar

　cells　of　the　pancreas　of　a正blno　rats　as　was　influenced　by
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　たことの可能性についてX2検楚を行なつた。　　　　　騨細な報告は企くな～きれていなかつte。しかし，今側

　　　・一（3－・）（3－1）＝・　4礁一79．8　　の撒において㈱1繊で4・　ll，1：徽胴｛靴，　Mat－

　　　　　　　　・・｛％〉・8．・申・％　鑑認饗馨購灘欝雛墜鷲

　　　したがって，・，1・／。の鰍率磁酸iill化が吻馳　糊断さ泌暁金拗分離徽酬い’c　v’肋で・

讐驚誌遍条臨繍癌凝二髪塾　灘辮駕撚灘萬お嬬識冤誌
　褐色核が少なかつたことにあり，またDNase消化で　　　う゜

　龍核紗なく，RN。、e靴礪色核が多い。とに　職2核鱒のし’ず燦おいても灘靴妹
　　よつていた．灘未靴のものは靴したもの剛し　靴のもの醐で囎し磁いは・儲で醗く紬

ll膿讐雛欝驚撫ll欝諜翼灘璽ll撫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DNAを消化した楊合に黄色核が増加したことと共
　’なる。

’2核細胞耐・同様・検賜　　　をら簗膿鍛灘凝耀警袋蒙
　　　nm（6r1）（3－1）嵩10　　穐牒201・3　　　　すものと恐われる。

　　　　　　　　・・｛％＞18…7｝一・％　　　DNA　°nv化で瀦嫉化購色核が全くみ徽
　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かつたということであろう。これに，反して黄邑核また

　　となり，ζaでも5％の危険率で核酸消化が核の染色　　　は掲色核をもつた細胞がふえた。これらのことほ核が

　性を変化させたといN得る。こXで染色懐の変化は　　　庸く染まることとDNAの間に密接な関係があ為こと

　；DNAの消化による2核ともに膏色のものの減少・　　　を示すものと考えられる。また，この鋤合にみFti・t．た

　DNA勲はRNAの消化による2核ともセ翻色のも　褐色核は龍から艶へ変る際の・椰脆の概して説
　のの増加と1核が青色で他が黄脆のものの減少として　　　明しうるであろう。なお，膏色核といえども多少は

　あらわれた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　orange　Gに対する親和性はもつているものであるか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら，黄芭核はaniline　blueに対する親和樵がD醤A消

　　　　　　　　　　　考察　　　　　化で知。糠蘇艶になつたもので，轍。。，。。ge

　　Stai”i・g　difference・の研究には今まではもつば　G・F：S｛｝す襯荊牲が増加したもので｝漁いと考え励，

　　ら肝細胞が用いられ1他の組織細胞はほとんど用いら　　　る。

，1・楓’なかつた・したがつて・河椥胞以外の鱒では　RNA靴で1柔DNA靴と勲り・龍鞭もつ
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た細胞が少数にせよみられ，福色核をもった細胞が　　　多くの青色核がorange　Gに対する親和性も得た結

1核，2核細胞共に著しく増加した。したがつて，　　　果，青色核の減少と逆に褐色核の増加となつたもので

RNA消化は青色に染まることとは無関係に黄色に染　　　あろう。核よりもRNAのより豊富な細胞質ではその

まること，すなわちorange　Gに対する親和性の増　　　染色性はRNAを消化してもほとんど変化しなかつた

加と関係があるように思われる。RNA消化によつて　　　が，これがいかなる理由によるものなのかは現在のと
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ころではわからない。　　　　　　　　　　　　　　　ti。n，　AnaL．　Rec．，116：t157－468，1953　　⑤Pεしrr，

　Nagata⑤⑦はラツテの肝細胞で，染色性の違いが　　　L，　L．，　Mossberg，　S．　M、，　Breslar，　E、1，Dasler，

生理的原因によると論じ，さらにDAB投与したラツ　　　W．＆C】ark，　G．；Alteration　in　the　St（tilliiltst

テで核の染色性が変化することをみて，核酸との関係　　　characteristics　of　rat　livcr　alld　by　tryptoplitun

を暗示した。Parr等③4，また養白質，或いは核輩長肉　　　deficiellcies，　Anat。　Rec．，125：725　一　7：llO，ユ956

質との関係を推論している。White⑧は人の｝rl瀦1胞の　　　④Lison，　L，：S’tainintsr　differences　in　cell　nttclei，

塗抹標木で核酸と染色性の関係にっいて，かなり詳　　　Quat，　J，　Micro，　ScL，96：227－237，：1955　　①Na一

しい報告をしている。　それによると，：lMび）食塩水　　　gata，　T．：Staining　diffel”el’lces　Qf　nuclei　ill

（DNA抽出に適当な濃度）で前処理すると核のorange　　isc，lated　liver　ce1ls　of　rat，　Med．」．　ShiJlt　hu

G親和性が増加し，低濃度の食塩水（RNA抽出が町　　　Univ．，3：257－263，1．958　　（Φ尾持昌次・塞田頼

能な濃度）では細胞質で同様の現象がみられるカ『，核　　　：・k・島村和夫・小！1！】；沢実：細胞分離司く久棲本作製法

の揚合よりはかなり弱いという。　　　　　　　　　　（策4報），解剖誌33120－23，ユ958　⑦甑麟aヒa，

　ひで得られた結果はWhite⑧，　P・rr等③と同様　丁・：St［li・ing　differences・f・nticlei　i．11　rut　11epEttic

に核の青染色性は核蛋白質によるii．）のであり，それも　　cells　duril嚇DAB　administratiolユ，　Mecl，　J，　Slli－

DNAであることを示す。このような青染磁1生も，　　　nshm　Univ．，4：5・13－5・17，1959・　⑳Whiじe，　J．　G・；

DNA消化によつて1核細胞では褐色核より黄色核の　　　Proc．　Bi（】chetn．　Suc．　Bi（）chem．　J．，47；16ゼ195｛〕

方が多く，2核細胞では褐色核の方が多く，やム異　　　（PGarse，　A．　G・E．：工工istocheniistry，’1’heorc”tic［tl

なつた変化を示した。これほ1核細胞と2核細胞の　　　and　ApPlled，　P53‘），1954，　J．＆A．　Churchhill

DNAの消化の難易，し．たがつて構造上の鑑異な想像　　　LtdりL（mdQnより引川）

させるが，その詳細について鳳こNでは．も・れない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT

　　　　　　　　　　要　約　　　　　　　ユ．Preparati。ns。f　i、。1、し、d　a、i蹴c。11s。f

　1・ラツテ膵細胞の分離標本をMallory染色の変　　　the　pancreas　of　a　male　rat　wercl　stained　by

法によって染色した。　　　　　　　　　　　　　　　　　エneans　，i，of　a　modlfied　Maliory，s　stain，

　2“；細泡核は1核細胞で1；h青色または黄色，2核細　　　　　2．The　celltilar　nuclci　were　differentiaUy

胞では2核ともに青色または黄色，あるいは1核が青　　stEiinecl：Some　mononucleate　cells　contained

色で他が黄色に染めわけられた。　　　　　　　　　　　blue　nuclei，　and　the　others　did　yellcnv　ones，

　8．DNaseでDNAを消化すると，青色核をもつ　　On　tlle　other　hand　binucleate　cells　had　3　types

た細胞は全くみられなくなり，これに反して黄芭また　　　of　differential　st・lillil）tsv　；both　I）1ue　nuclei，　both

は褐色の核がふえた。　　　　　　　　　　　　　　　　　ye110w　or　one　blue　and　the　others　yellow．

　4．RNaseでRNAを消化すると，青色核をもっ　　　　　3，　By　DNase　digestion，　the　blue　Ilucleus

た細胞が減少し，禍色核をもった細胞がふえた。　　　　　disappearecl　completely　in　both　luononucieate

　5．細胞核の青染色性はDNAと密接な関係がある　　and　binucleate　cells，　whne　the　cells　cotltaining

と，思われるo黄染色性はRNAと逆の関．係があるらし　　　yellow　Qr　brown　nucleus　increased　in　nLtinl）er，

い0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．By　RNase　cligestion，　the　number　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cells　containing　the　blue　nucleus　decreased　in

　稿を終るに当り，御指導と御校閲をたまわつた尾持　　　both　mononucleate　and　binucleate　cells，　whlle

昌次教授ならびに永田哲：ヒ助教授に深く感謝します。　　　the　brown　nucleus　increased，　The　cells　coll＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　taining　tlle　yellOW　nucleus　or　nuclel　did　llot

　　　　　　　　　　文献　　　　change　ln　llumber　comparhユg　with　the　control

①Sheinin，　J．　J．＆Davenport，　H，　A．：Staining　　cells　witliout　RNase　digesti。11．

differences　of　nticlei　in　hepatic　cells，　Proc．　’　　5．　From　these　results，　it　is　concluded　that

Soc。　Exp．　Bio1．　Med．，28：574－575，1931．　　　　　ablue　staining　characteristic　of　tlie　nu¢leus

②Pdrr，　L．　L．，　Mossberg，　S，　M，　Rossenzweig，　　　has　a　relation　with　DNA　leve1　【md　tha七　；1

M．W．，　Breslar，　E。1．＆Clark，　G．：An　alter－　　yellow　staining　characteristic　is　intensified　by

ation　in　the　nuclei　of　rat　liver　cells　in　starva－　　　the　decrease　of　nuclear　RNA、



                                            5. A binucleate cell containing one blue and
                 PLAI'E
                                               one yellow nuclei. ×2440
           Expla･natlon of Plate 6. A general view of the specimen stained

   A!1 the figures were photomicrographed after DNase treatment, Many nuclei are
from the permanent preparations of isolated appear yellow and the others brown, whi!e

rat pancreatic acinar cells stained with a no blue nucleus is observable, ×1950
modified Ma!lory's stain･ 7. A general view of the specimen stained
                                               after RNase treatment, Most of nuclei are
          Exp12nantlon of FigureS yenow or brown, and very few blue,

1, A mononucleate cell, right, andabinuc]eate ' ×1340
  cell, left, each containing blue nuclei･ s, A binucleate cell containing one yellow andi

                                 ×2440 one brown nuclei in the specimen treated

2. A binucleate cell containing two blue by DNase, ×2440
   nuelei, ×2440
3, A mononucleate cell containing a yenow Abbreviatiens to the figuras;

   nttcleus, ×2440 B:blue nucleus ･'4. A binucleate cell containing two yellow Y:yellow nucleus

   nuclei. ×2440 Br:brown nucleus
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